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(注)

1. 「他の授業科目との関連」は、科目免除の対象とされる他の科目との授業内容の違いについての説明を記載すること（同一内容の科目を重ねて履修しても、重ねて履修された科目は必要単位数に算入されないため。）。

2. 「授業の方法」は、講義、演習、その他の別及び具体的な授業の方法を記載すること。

3. 「授業の内容」は、現実に実施した授業における教授の方法及び教授の内容を具体的に２単位当たり４，０００字程度で記載すること（授業の内容には、授業で課した小テストの出題、レポートの課題、試験の問題並びに評価の対象となった小テスト、レポート、試験の合格者の中の最高点及び最低点の答案（学生の名前を記載することは要しない）を添付すること）。
4. 「授業時間数」は、現実に実施した授業の回数を休講の取り扱い等を含めて記載すること。

5. 「成績の評価方法」は、試験の実施の有無、試験の内容、評価の方法の基準及びその具体的な評価の方法（試験によらない場合は、試験によらない理由、評価の方法の基準及び評価の方法についての具体的な説明。）並びに、当該科目における受講生の成績の分布等を記載すること。

6. 「教材」は、書籍名、論文名、裁判例を特定する事項等を記載すること。刊行されていない教材を使用した場合には、その具体的な資料の名称を記載すること。なお、名称のみでは資料を特定することができない場合、一般に入手できない資料やレジュメ等は、資料そのものを添付すること。

7. 「教員の氏名等」は、当該科目を教授する能力を有することを証する事項を記載すること。なお、実務家教員については、業績目録に代え、職務等の具体的な内容を記載すること。
